
2017年5⽉号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今⽉号の担当 Zone 3 RPIC

■ クラブ数 会員数

Zone 1    829       28,680
Zone 2    652       28,158
Zone 3    790       32,745    
合 計 2271       89,583

2017年4月10日現在 のClub 
Centralのデーターです。
第２ゾーンの数値には
GUAM,MICRONESIA,NORTH
ERN MARIANS,PALAUが含ま
れます。

■ BOX登録件数

187件（1.2.3ゾーン合計）
2017年4月10日現在

■ 会員基盤向上に資する「 ロータリー公共イメージ向上」について

さる3月27,28の両日東京で開催されたRI第1,2,3ゾーン会員基盤向上セミナーで
は標記演題について各地の公共イメージコーディネーター関係者 数名がそれぞれ
の切り口から持論を大変熱く語られ、とても印象的で貴重な時間を過ごすことが出
来た。RIはロータリー発展のため戦略計画を大々的に取り入れるよう推奨し、その束
ねた3本の矢の内の一つである公共イメージ向上も特別に力を入れている 。戦略計
画の最終ゴールは何よりもクラブの発展、そして会員増強であり、その為のイメージ
向上は必須であり、それを活かさねばならないと説いている。
112年前シカゴの街で4人の青年実業家が集まりロータリークラブを創立し、それが
現在会員数120万人を超える世界的巨大組織に成長した。その要因はロータリーが
常に内外への広報宣伝活動を効果的に継続して来たこと、そしてどの時代にでも
ロータリー会員自ら日頃の理念に沿った職業奉仕を行い 、世界中の各クラブが長
年実施して来た質の高い奉仕活動を地域が世界が認知して来たからではないか。
ここで先日のセミナーでの発表を参考にしながら今後の広報展開を如何になすべき
かを考えてみたい。
・地区レベルで、

地区はクラブにロータリーのイメージ向上に繋がる情報を提供すべきである。例え
ばクラブ奉仕活動への取材活動を地区が代わってマスコミに申し入れる、クラブセン
トラルから情報収集を奨励する、地区へのBox投稿依頼を強く勧めている。特にIT、
中でも各種SNSを駆使した映像による積極的発表、投稿は若い世代に強くアピール
するだろう。一例として、第2670地区前田直俊ガバナー監修によるアニメ「おしえて
ロータリー」は日本語、英語版があり、FB, YouTube、DVD等を通して誰でも鑑賞
可能。これらは広く地域社会でロータリーの啓発活動や 、ロータリークラブ新入会員
の研修にも役立つすぐれた教材である。（第1図参照）
・クラブレベルで、

会員が汗を流し、地域のために良い事をした事実をマスコミが取材し、のちにマス
メディアに載ることはとても立派な業績であり、ロータリーを社会に理解して貰える千
載一遇の良い機会です。ここに第2690地区玉島RCと米子4RCの奉仕活動が新聞
記事になった例を紹介する。なお、この記事は現在RIのBoxに収めてあります。各ク
ラブでとても簡単に操作できるBoxを利用し、活用して下さい。（第2図・第3図参照）
・ロータリアン個人レベルで、

忘れてならいのは、会員各自が果たして来た長年の「くちコミ作戦と真摯な奉仕活
動」こそロータリー発展の最大貢献者であり、今後戦略計画実施への大きなヒントに
なると確信する。色々な意味で直接対面での意思疎通は何事にも変えがたいお金
のかからない広報宣伝戦略であろう。 （第3ゾーンARPIC 伊藤文利 倉吉RC)
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この書は第2690地区米子市内４RCが

市民に末永く鑑賞してもらうために共
同購入したものである。


